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Abstract

Through the multiple regression analysis which made independent variable and２４intake according to food group to be dependent variable,

the way of relation of food group for the specific nutrient was analyzed in respect of nutrient intake and nutrient energy ratio, etc., and any

knowledge was obtained. It was not same, though there is the involvement of multiple food groups in each nutrient, etc., and it was proven that

the specific food group greatly worked on that work. In the energy, the food group in which in green and yellow vegetable, vitamin A in milk,

iron in beast chickens, calcium, in beasts chickens and fishery products, lipid, green and yellow vegetable, etc. were the most greatly concerned

in rice, protein was quantitatively clarified. In the kitchen salt, seasoning and influence the salt dried fish mind were strong, and it was proven

that the ratio was made to lower by working in the direction in which fats and oils beast chicken raise the ratio, and reversely does not quitting

the rice in the fat energy ratio.
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１．はじめに
栄養素等摂取量と食物摂取は当然のことながら不可分の関係

にある。しかしこれまで栄養素摂取の過不足は、単一の食品の

多寡としてとらえられることが多く、食事調査での集計単位で

ある食品群別摂取量との関係においてはほとんど分析されてい

ない。しかし地域公衆栄養計画における食生活状況の把握は食

品群別摂取量のレベルで行われており（豊川ら１９８３、豊川ら

１９９５、中島ら１９８９）、地域公衆栄養計画を遂行するためには、

栄養素摂取量や栄養比率などに対しどのような食品群がどれく

らい関与しているのか、あるいは特定の食品群での説明力の割

合などを明らかにし、地域公衆栄養活動の基礎資料としようと

するものである。

２．分析資料
平成７年１１月に岐阜県が実施した県民健康栄養調査資料（岐

阜県環境衛生部１９９６）の中から、世帯単位の調査資料を基礎デー

タとした。この年は、栄養調査の過渡期であり従来から行われ

ている世帯単位の連続３日間の食事調査と個人を対象とした１

日間の食事調査が並行して行われたが、本研究ではそれらのう

ち世帯単位の連続３日間の調査資料を使用した。

解析に用いたのは、１人１日当たりの食品群別摂取量と栄養

素等摂取量および食塩と栄養比率である。食品群別摂取量は、

大分類された米、パン、めん、いも類、砂糖、菓子、油脂、味

噌、他の豆、果実、緑黄野菜、他の野菜、野菜漬物、海草、調

味料、酒類、嗜好飲料、生鮮魚介、塩干魚介、獣鳥肉類、卵類、

牛乳、乳製品、加工食品の２４食品群である。栄養素等摂取量は、

エネルギー、蛋白質、動物性蛋白質、脂質、動物性脂質、糖質、

カルシウム、鉄、ビタミン A、ビタミン B１、ビタミン B２、ビ

タミン Cの１２栄養素および食塩、穀類エネルギー比、動タン

比、脂肪エネルギー比である。なお、栄養価計算には４訂日本

食品標準成分表が用いられた。

３．統計分析
２４の食品群別摂取量を従属変数、個々の栄養素や食塩を独立

変数として重回帰分析をおこなった。本研究の目的は、それぞ

れの食品群がどのように目的とする栄養素の摂取に関わってい

るかを明らかにすることであるので、統計的に説明力のない食

品群を削除する必要がある。そのため本研究では前進ステップ

ワイズ法による重回帰分析を適用し、栄養素等摂取量と食品群

別摂取量の関連性を分析した。

４．結果と考察
表１にエネルギーのステップワイズ回帰分析の結果を示す。

エネルギーでは海草を除くすべての食品群が有効な変数として

採用され、重相関係数は、０．９９１で調整済み重相関係数の２乗

は、０．９８１であるので、これらの食品群によってエネルギーの

ほとんどの変動を説明できることになる。標準回帰係数は、米

＝０．５５７、獣鳥肉類＝０．２７２、パン＝０．２０８、めん＝０．１９９で、偏
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相関係数は、米＝０．９６２、獣鳥肉類＝０．８８０、パン＝０．７８４、め

ん＝０．７９８である。このようにエネルギーの摂取量に対する影

響の大きさは、米、獣鳥肉類、パン、めんの順であり、特に米

が強力である。したがってエネルギーの削減には米の摂取抑制

がもっとも効果的であることがわかる。

表２に示すように蛋白質では２０の食品群が採用され、調整済

み重相関係数の２乗は０．９５９であり、標準回帰係数は、獣鳥肉

類＝０．４４０、生鮮魚介類＝０．４００、塩干魚介類＝０．３４２、米＝０．２０２

であり、偏相関係数では米＝０．９０３、生鮮魚介類＝０．８８３、塩干

魚介類＝０．８５０、米＝０．６６３である。このように貢献度が大きい

のは肉や魚であり、味噌は以外に低かった。動物性蛋白質の分

析結果を表３に示す。調整済み重相関係数の２乗は０．９４７で、

標準回帰係数は、獣鳥肉類＝０．５５３、生鮮魚介類＝０．５１４、塩干

魚介類＝０．４４０、偏相関係数は、獣鳥肉類＝０．９２２、生鮮魚介類

＝０．９１１、塩干魚介類＝０．８８１で、これらの食品群の影響力が大

きく、これらに比べて牛乳や卵はそれほど大きな影響力を持っ

ていないことがわかる。

脂質の分析結果は表４に示す。調整済み重相関係数の２乗は

０．９５４で９の食品群が排除され１５が採用された。標準回帰係数

０．４９０の獣鳥肉類と０．４３５の油脂が大きな値をとっており、これ

らの食品群の多量摂取が油脂の摂取増につながっていることが

理解できる。動物性脂質では、表５のように獣鳥肉類が標準回

帰係数０．６５５と圧倒的な影響力を示し次の牛乳や卵類を大きく

引き離している。また表４の脂質では影響力の大きかった油脂

が動物性脂質では標準回帰係数は０．１６１と低い。これは油脂の

大半が植物性に由来するもので、動物性の油脂が少ないためで

あると思われる。

糖質の分析結果を表６に示す。調整済み重相関係数の２乗は

０．９７６で、標準回帰係数０．８０４と米が圧倒的に大きな数値を取っ

ている。パン、めん、菓子も標準回帰係数がそれぞれ０．４７８、

０．２３２，０．２１０で見逃せない値を示している。この表で注目に値

するのは、嗜好飲料である。の渇きをいやし、清涼感をおぼえ

るために無計画に飲用すると、予想外の糖質の摂取増につなが

りエネルギー過多になりかねない。肥満予防の観点からも嗜好

飲料の多飲は慎まなければならない。なお嗜好飲料は、表１の

エネルギーにおいても０．１１２の標準回帰係数と０．６０９の偏相関係

数を示している。

表７にカルシウムの回帰分析結果を示す。重相関係数０．９０５、

調整済み重相関係数の２乗である決定係数は０．８１０で、採択さ

れた１１変数で全体の８１％が説明されることになり、他の栄養素

での決定係数と比べ低値である。標準回帰係数の最も大きいも

のは牛乳で０．４３３であり、この偏相関係数は０．６７８である。つづ

いて緑黄色野菜、塩干魚介類、他の豆と続いている。これら上

位４食品群の重相関係数を求めると０．８４２となり、カルシウム

摂取量の約７０％がこれらによって説明されることになる。小中

学校で実施される学校給食終了後、高校生、成人となるにつれ

牛乳離れが深刻化し、牛乳を飲まない人が多く認められるよう

になるが、カルシウムの摂取という観点からすると牛乳は貴重

な食品群でありその効果は絶大なものである。食物に満ち溢れ

多くの栄養素の過剰摂取が叫ばれる中で、未だ変わることのな

いのはカルシウムの不足であり、各種栄養調査を通じて日本人

の食生活の特徴とされている。このような食生活を改善するた

めには、今回の実態調査の分析結果から導き出されるように牛

乳の再認識であろう。牛乳の効用が多くの人に理解されれば日

本人特有の栄養素不足から脱却することも現実のものとなろ

表１ エネルギーのステップ

ワイズ回帰分析の結果

表２ 蛋白質のステップワイ

ズ回帰分析の結果

表５ 動物性脂質のステップ

ワイズ回帰分析の結果

表６ 糖質のステップワイズ

回帰分析の結果

表３ 動物性蛋白質のステッ

プワイズ回帰分析の結果

表４ 脂質のステップワイズ

回帰分析の結果
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う。とにかく飲用習慣を身につけることが肝要であり、そうす

ることによってカルシウム不足からの脱却し、骨粗しょう症と

は無縁の体質を得ることも夢ではない。

鉄では表８に示すように調整済み重相関係数の２乗は０．８７５

であり、１４の食品群が有効な従属変数として振るい残された。

鉄の摂取に最も関与する食品群は緑黄色野菜で標準回帰係数

０．４２５、偏相関係数０．７５０であり、塩干魚介類、他の豆、獣鳥肉

類がこれにつづいている。前述のカルシウム同様、鉄も完全に

は充足されている状態ではないので、緑黄色野菜の見直しが不

可欠かもしれない。

表９にビタミン Aの分析結果を示す。調整済みの重相関係

数の２乗は０．７８４で、７食品群が採用された。標準回帰係数が

最も高いのは緑黄色野菜の０．７３１で、他の野菜＝０．１８５、牛乳＝

０．１３１となっている。

表１０は、ビタミン B１の分析結果であるが、調整済み重相関

係数は０．７６３で１３の食品群が残った。これらの中で獣鳥肉類が

最も影響力が大きく標準回帰係数０．５１９、偏相関係数０．７１７であ

る。次に米（標準回帰係数＝０．２７０）、緑黄色野菜（標準回帰係

数＝０．２３７）、いも類（標準回帰係数＝０．１５３）、果実（標準回帰

係数＝０．１５０）と植物性の食品群が従っている。

ビタミン B２の分析結果では、調整済み重相関係数の２乗は

０．９４７で、全部で１８の食品群が採用されている。とりわけ大き

な標準回帰係数を示すものはないが、牛乳＝０．３５９、卵類＝０．１４、

緑黄色野菜＝０．２７２、獣鳥肉類＝０．２３０、生鮮魚介類＝なってお

り０．２１４となっており、これらの食品群がビタミン B２の摂取に

関係していることが理解できる。

ビタミン Cの分析結果は表１２に示すとおりである。調整済

みの重相関係数は０．８６８で、全部で８の食品群が有効な変数と

して採用された。果実の標準回帰係数は０．５８０、緑黄色野菜は

０．４６８、他の野菜は０．２２２で、野菜漬物が０．１０１で果実や野菜関

連の食品群が上位を占め、直感的なビタミン Cの供給源とほ

ぼ符合する結果を示している。

食塩のステップワイズ回帰分析の結果を表１３に示す。調整済

み重相関係数の２乗である決定係数は０．８９８で、採択された１２

変数で食塩摂取量のほぼ９０％を説明できることを表している。

これらの食品群の中ではとりわけ調味料の値が高く、標準回帰

係数０．５０１で、次の塩干魚介は０．３８１、味噌が０．３１７、野菜漬物

が０．２７１となっており、よく指摘される食塩摂取を高くする食

品群が並んでいる。食塩摂取量を抑えるためにはこれらの食品

群雄摂取抑制が重要なことがこの分析結果から十分示唆され

る。

表１４は、穀類エネルギー比に対する食品群の貢献度を表した

ものである（表１４）。穀類エネルギーに対し米、パン、めんは

プラス方向に働くが、獣鳥肉類、菓子、果実はじめその他の食

品群はマイナス方向に働くことが表１４より読み取ることができ

る。したがって穀類エネルギー比の増減に対する指導は基本的

にこの表における標準回帰係数の符号を判断することにより遂

行できるものということができる。

表１５に動タン比に対するステップワイズ回帰分析の結果を示

す。同表より動物性たんぱく質比の増加に寄与するのは標準回

表１１ ビタミンB２のステッ

プワイズ回帰分析の結果

表１２ ビタミンCのステッ

プワイズ回帰分析の結果

表７ カルシウムのステップ

ワイズ回帰分析の結果

表８ 鉄のステップワイズ回

帰分析の結果

表９ ビタミンAのステッ

プワイズ回帰分析の結果

表１０ ビタミンB１のステッ

プワイズ回帰分析の結果

表１３ 食塩のステップワイズ回帰分析の結果
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帰係数０．５１２の獣鳥肉類、０．４４１の生鮮魚介類、０．４１２の塩干魚

介類で、逆に米は標準回帰係数－０．３０８、他の豆－０．２３７、めん―

０．２２１で動物性たんぱく質比を低下させることに寄与している。

したげって動タン比の増加、あるいは減少については前者およ

び後者の食品群が有効に働くことがこの結果より判断できる。

脂肪エネルギー比の分析結果を表１６に示す。調整済みの重相

関係数の２乗は０．８４８であり、これら採択された１７食品群によ

り脂肪エネルギー全体の８４．８％が説明されることになる。それ

のうち油脂の貢献度が最も大きく標準回帰係数０．５３６で、獣鳥

肉類の０．４８３がこれにつづく。一方、米は標準回帰係数－０．４７２

で脂肪エネルギー比の低減に功を奏しておりめん類も同様であ

る。このように脂肪エネルギー比などでは油脂や獣鳥肉類など

増進する食品群と、逆に米やめん類のように減少させる食品群

の存在が数量的に表され意義のあることと思われる。

以上、エネルギーから食塩、栄養比率までそれらの変数に食

品群別摂取量がどのように関わってきたかが数量的に明らかに

され、特定の栄養素等を増減する食品群の存在が明白になった

ことで、地域公衆栄養活動の施策樹立に有用な基礎情報となる

ものと考えることができよう。

５．まとめ
これまで栄養素摂取量や栄養比率などと食品群別摂取量の包

括的な分析はあまり行われていない。今回、栄養素摂取量や栄

養比率などを独立変数、２４の食品群別摂取量を従属変数とする

重回帰分析を通じ、特定の栄養素に対する食品群の関わり方を

分析しいくつかの知見を得た。

１）ステップワイズ回帰分析における調整済み重相関係数の２

乗は、０．７６から０．９８で十分説明力のある解析結果を得られた。

２）それぞれの栄養素等には複数の食品群の関与が認められる

が、それらの働きは同じではなく、特定の食品群が大きく働

いていることがわかった。

３）エネルギーでは米、蛋白質では獣鳥肉類や魚介、脂質では

獣鳥肉類、カルシウムでは牛乳、鉄では緑黄色野菜、ビタミ

ン Aでは緑黄色野菜など最も大きく関与する食品群が数量

的に明らかにされた。

４）食塩では調味料や塩干魚介が影響力が強く、脂肪エネル

ギー比では油脂や獣鳥肉類が比率を高める方向に働き、逆に

米やめんは比率を低下させることがわかった。

５）公衆栄養活動の第一線で栄養素や栄養比率の改善指導に活

用できる有用な基礎的情報を得ることができた。
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食品群別摂取量と栄養素摂取量の関連性


